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表1
政策学の新たな可能性を求めて－Solution for the future－
12:30 - 12:50 総　　会 ベーツチャペル
14:10 - 16:10 パネルディスカッション レセプションホール「風・光の間」
16:20 - 17:50 東日本大震災における総合政策学部・研究科の活動報告会 会議室「翼の間」
15:00 - 18:00 ポスターセッション（16:20 - 17:50 　ディスカッションタイム） １階ロビー&２階ホール





























Y. Kadono, et al.,   Research Consortium
【総会記念講演】
テーマ ： 「都市と経済の安全保障」





























司　　　　　会：柴山　　太　　  （総合政策研究科教授・国際政治専攻） 
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総会記念事業会場である関西学院西宮上ケ原キャンパス関西学院会館の 1 階ロビーと 2 階ホール
を使ってポスターセッションが行われた。コーディネーターは角野幸博教授、時間は 15:00 ～ 18:00
（うちディスカッションタイムが 16:20 ～ 17:50）であった。発表者は大学院生が 14 組、学部生が 3




なお、昨年度と比較して主に変更された点が 2 つある。1 つ目は発表時間の割り当てである。本
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年度より総合政策研究科の 2 年生にはポスターセッションでの研究報告が義務付けられた。それに
伴いポスターセッションの発表時間を約 40 分ごとに 2 つのタームに分けて、前後でポスターの発
表者が変わる二部構成の形式をとった。変更点の 2 つ目は、LED ライトによるポスターの照明の導
入である。発表用ポスターを照らすことで参加者にとって見やすく配慮されていた。
一方で、時間配分した際の発表者交代のタイミングで合図がなかったために交代がスムーズに行





























6 中野　幸紀 （総合政策学部教授）他 6名 西アフリ力電波利用促進 （CRIOR）現地調査研究報告








11 高畠　昌子 （総合政策研究科M2） 高齢者虐待ー事例から共通要因を検討するー








16 庭屋　洋 （総合政策研究科M2） これからの新聞について




19 飯塚　恵子 （総合政策研究科D4） 外国語での発話不安ー先行研究の整理と検討ー
20 林　由貴子 （総合政策研究科D1）他 1名
里地里山再生プロジェクトー人と人との地縁的関わりから
の考察ー
21 上野　紗恵 （総合政策学部 4年 : 久野ゼミ）他 7名
石川県白山ろくテーマパークにおける久野ゼミ実習の変遷
と今後の展望
22 土手　悠莉子 （総合政策学部 4年 : 客野ゼミ）他 2名
照明のショウメイ
～照明が私たちに与える影響とその実証～
23 成田　和子 （総合政策学部 4年 : 客野ゼミ）他 2名 樹木による紫外線削減効果の可能性
24 荻野吉彦 （ （株）まちづくり柏原代表取締役）他 1名 株式会社まちづくり柏原の地域活性化への取り組み
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